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中期事業計画（平成２７年度～平成２９年度）の評価

奈良 県 信 用 保 証 協 会 は 、公 的 な「 保 証 機 関 」と し て 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 資 金 調 達 の 円滑

化 を 図 り 、 企 業 の 成 長 ・ 発 展 と 健 全 な 育 成 及 び 地 域 経 済 の 発 展 に 努 め て 参 り ま し た 。

 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 平 成 ２ ９ 年 度 の ３ ヵ 年 間 の 中 期 事 業 計 画 に 対 す る 実 施 評 価 は 、下 記 の と お り

で す 。

 な お 、実 施 評 価 に つ き ま し て は 、奈 良 県 立 大 学 教 授 の 下 山 朗 氏 、弁 護 士 の 片 山 賢 志 氏 お よ び 中

小 企 業 診 断 士 の 森 昭 彦 氏 に よ り 構 成 さ れ る「 外 部 評 価 委 員 会 」の 意 見・ア ド バ イ ス を 踏 ま え 作 成

い た し ま し た の で 、 こ こ に 公 表 い た し ま す 。

１．地域経済の動向

平成 ２ ７ 年 度 は 、個 人 消 費 は 消 費 者 マ イ ン ド に 足 踏 み が み ら れ る な か 、概 ね 横 ば い とな

り ま し た 。設 備 投 資 の 持 ち 直 し の 動 き や 雇 用 情 勢 の 改 善 、消 費 者 物 価 の ゆ る や か な 上 昇 が

み ら れ ま し た 。

平 成 ２ ８ 年 度 は 、各 種 政 策 の 効 果 も あ っ て 、一 部 に 改 善 の 遅 れ も み ら れ る も の の 景 気の

ゆ る や か な 回 復 基 調 が 続 き ま し た 。

中 小 企 業 の 景 況 感 は 緩 や か な 改 善 傾 向 に あ り 、県 内 経 済 に お い て も 緩 や か に 回 復 し て い

く こ と が 期 待 さ れ ま す が 、生 産 性 の 伸 び 悩 み や 経 営 者 の 高 齢 化 の 進 行 に よ る 休 廃 業 の 増 加 、

並 び に 人 手 不 足 も 深 刻 化 し て い る こ と に よ る 人 件 費 の 増 加 や 受 注 の 機 会 損 失 も 懸 念 さ れ

ま す 。ま た 、海 外 経 済 動 向 の 先 行 き 不 透 明 な 部 分 な ど も あ り 、引 き 続 き 注 視 す る 必 要 が あ

り ま す 。
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    雇 用 情 勢 に つ い て は 、奈 良 県 の 有 効 求 人 倍 率 は 、平 成 ２ ８ 年 ３ 月 は １ ．０ ９ 倍 と 前 年 同

月 比 で ０ ．１ ９ ポ イ ン ト 増 加 。平 成 ２ ９ 年 ３ 月 は １ ．２ １ 倍 と 前 年 同 月 比 で ０ ．１ ２ ポ イ

ン ト の 増 加 と な り 、さ ら に 平 成 ３ ０ 年 ３ 月 に は １ ．４ ２ 倍 と 前 年 同 月 比 で ０ ．１ ８ ポ イ ン

ト の 増 加 と な り 、 全 国 や 近 畿 地 区 の 倍 率 と 比 べ る と 下 回 っ て は い る が 上 昇 し て い ま す 。

２．中期業務運営方針に対する評価

 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 平 成 ２ ９ 年 度 中 期 事 業 計 画 の 業 務 運 営 方 針 と し て 掲 げ た 項 目 へ の 取 組 状 況

は 、 下 記 の と お り で す 。

（ １ ） 政 策 保 証 の 推 進

政 策 保 証 の 推 進 と し て 、経 営 の 安 定 に 支 障 が 生 じ て い る 企 業 に 対 し 、「 借 換 保 証 」「 経 営

力 強 化 保 証 」「 事 業 再 生 計 画 実 施 関 連 保 証 （ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）」 を 推 進 し 、 資 金 繰

り の 改 善 や 経 営 支 援 を 行 い ま し た 。

平 成 ２ ７ 年 度 は「 借 換 保 証 」２ ，１ ８ ７ 件 、４ ０ １ 億 ５ １ 百 万 円（ 対 前 年 比 １ ３ ７ ．６ ％ ）

「 経 営 力 強 化 保 証 」１ ２ 件 、１ 億 ９ ７ 百 万 円（ 対 前 年 比 ４ ８ ．６ ％ ）「 事 業 再 生 計 画 実 施

関 連 保 証（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）」３ ５ 件 、１ ２ 億 １ ６ 百 万 円（ 対 前 年 比 １ ８ ３ ．７ ％ ）、

平 成 ２ ８ 年 度 は「 借 換 保 証 」２ ，３ ５ ５ 件 、４ ０ ５ 億 ７ ９ 百 万 円（ 対 前 年 比 １ ０ １ ．１ ％ ）

「 経 営 力 強 化 保 証 」７ 件 、１ 億 ７ ７ 百 万 円（ 対 前 年 比 ８ ９ ．８ ％ ）「 事 業 再 生 計 画 実 施 関

連 保 証 （ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）」 １ ４ 件 、 ４ 億 １ ６ 百 万 円 （ 対 前 年 比 ３ ４ ． ２ ％ ）、 平

成 ２ ９ 年 度 は「 借 換 保 証 」２ ，０ ６ ５ 件 、３ ５ ７ 億 ７ ３ 百 万 円（ 対 前 年 比 ８ ８ ．２ ％ ）「 経

営 力 強 化 保 証 」４ 件 、５ ５ 百 万 円（ 対 前 年 比 ３ １ ．１ ％ ）「 事 業 再 生 計 画 実 施 関 連 保 証（ 経
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営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）」 １ １ 件 、 ３ 億 ８ ７ 百 万 円 （ 対 前 年 比 ９ ３ ． ０ ％ ） と な り ま し た 。

平 成 ２ ７ 年 度 乃 至 平 成 ２ ９ 年 度 に お い て は 、概 ね 計 画 を 達 成 で き た も の の 、平 成 ２ ９ 年

度 に お い て は 、 保 証 申 込 全 般 並 び に セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 保 証 の 減 少 に 加 え 、 特 定 社 債 等 に

保 証 申 込 が 分 散 さ れ た こ と に よ り 、 達 成 す る こ と が で き ま せ ん で し た 。  

一 方 で 、地 公 体 制 度 は 、金 融 機 関 と の 勉 強 会 、地 公 体 や 商 工 会 議 所・商 工 会 な ど 関 係機

関 を 個 別 訪 問 し 、 利 用 促 進 を 行 い ま し た 。 ま た 、 事 業 者 の ニ ー ズ を キ ャ ッ チ す る た め の

情 報 ・ 意 見 交 換 の 機 会 と し て 、 県 の 担 当 者 と の 意 見 交 換 会 の 随 時 開 催 、 市 町 村 の 担 当 者

と は 保 証 動 向 の 説 明 や 各 地 区 に お け る 取 り 組 み な ど の 情 報 交 換 会 の 開 催 、 お よ び 市 町 村

毎 に オ リ ジ ナ リ テ ィ あ る 制 度 案 内 を 作 成 し 、 金 融 機 関 な ど の 関 係 機 関 に 配 布 し 広 報 を 行

い ま し た 。  

そ の 結 果 、利 用 低 下 の 一 途 と な っ て い た 地 方 公 共 団 体 制 度 の 保 証 承 諾 は 、平 成 ２ ９ 年 度

に お い て は 、県 制 度 ５ ５ ９ 件 、７ ３ 億 ４ ９ 百 万 円（ 対 前 年 比 １ ０ １ ．８ ％ ）、市 町 村 制 度

１ ， ０ ４ ８ 件 、 ４ ３ 億 ８ ４ 百 万 円 （ 対 前 年 比 １ ０ ５ ． ７ ％ ） と 若 干 で は あ る が 前 年 を 上

回 り 、 各 機 関 へ の 周 知 が 図 れ た 結 果 と な り ま し た 。  

今 後 に お い て は 、政 策 保 証 を 適 宜 に 利 用 し な が ら 、経 営 改 善 の 進 ま な い 中 小 企 業・小 規

模 事 業 者 の 経 営 改 善 や 事 業 再 生 を 着 実 に 進 め て い く た め に 、 金 融 機 関 ・ 関 係 機 関 と の 連

携 ・ 協 力 を 進 め て い く と と も に 、 特 に 事 業 再 生 の 局 面 に お い て は 、 個 々 の 中 小 企 業 ・ 小

規 模 事 業 者 の 状 況 を 勘 案 し つ つ 、 き め 細 か い 対 応 を 実 施 し て い く こ と が 重 要 で す 。

（ ２ ） 保 証 利 用 浸 透 率 の 向 上

保 証 利 用 浸 透 率 の 向 上 に 向 け て 、中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 多 様 な 資 金 ニ ー ズ に 対 応 す

る た め 、 平 成 ２ ７ 年 度 に 「 小 規 模 事 業 者 カ ー ド ロ ー ン 当 座 貸 越 根 保 証 制 度 （ リ ト ル カ ー
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ド ）」、「 当 座 貸 越（ 貸 付 専 用 型 ）根 保 証 制 度（ ア ド バ ン ス 当 貸 ）」、「 協 調 融 資 保 証 制 度（ タ

イ ア ッ プ ５ ０ ）」お よ び「 季 節（ 夏 季・年 末 ）特 別 保 証 制 度 」を 創 設 し 、平 成 ２ ８ 年 度 は 、

「 季 節 （ 夏 季 ・ 年 末 ） 特 別 一 括 保 証 制 度 」、「 条 件 変 更 型 借 換 保 証 制 度 」、「 フ レ ッ シ ュ １

５ 保 証 制 度 」、「 デ ラ ッ ク ス １ ０ ０ 保 証 制 度 」 お よ び 「 集 約 ロ ー ン ２ ０ 保 証 制 度 」 を 創 設

し ま し た 。平 成 ２ ９ 年 度 に お い て は 、「 中 小 企 業 特 定 社 債 保 証 制 度 」の 保 証 料 割 引 キ ャ ン

ペ ー ン を 行 い 、 継 続 的 な 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 の 保 証 ニ ー ズ に 呼 応 し た 制 度 の 創 設 等

を 行 い 、 保 証 利 用 浸 透 率 の 向 上 を 目 指 し ま し た 。

ま た 、保 証 業 務 へ の 理 解 を 深 め る た め の 信 用 保 証 業 務 基 礎 講 座 を 毎 年 度 開 催 し 、地 元 金

融 機 関 と の 情 報 交 換 会 議 お よ び 、 商 工 会 議 所 ・ 商 工 会 へ の 個 別 訪 問 に よ る 意 見 交 換 な ど

に よ る 広 報 活 動 を 行 っ て き ま し た 。

し か し な が ら 、「 保 証 料 の 割 高 感 」・「 過 度 に 保 証 ・ 担 保 に 依 ら な い 事 業 性 評 価 に よ る 融

資 の 浸 透 」・「 廃 業 の 増 加 」 な ど に よ り 、 保 証 利 用 減 少 に 歯 止 め が 利 か ず 、 利 用 減 少 の 一

途 と な っ て い ま す 。  

今 後 に お い て も 、広 報 活 動 の 継 続 並 び に よ り 利 用 し や す い 保 証 を 検 討 し な が ら 活 動 を 継

続 す る 必 要 が あ り ま す 。

（ ３ ） 創 業 支 援 体 制 お よ び 経 営 支 援 ・ 再 生 支 援 体 制 の 充 実

創 業 支 援 体 制 に つ い て は 、奈 良 県 よ ろ ず 支 援 拠 点 、市 町 村 並 び に 各 商 工 会 お よ び 金 融機

関 と 連 携 し た 創 業 者 向 け セ ミ ナ ー の 後 援 や 参 加 並 び に 講 師 派 遣 を 積 極 的 に 行 い ま し た 。

ま た 、 奈 良 県 「 先 輩 女 性 に 学 ぶ ！ 飲 食 ビ ジ ネ ス を 始 め た い 人 の プ チ セ ミ ナ ー ＆ 交 流 会 」

を 共 催 い た し ま し た 。

そ の 他 、創 業 者 の 保 証 後 の モ ニ タ リ ン グ を 、従 来 行 っ て い た 創 業 保 証 ６ ヶ 月 後 に 加 え て 、
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平 成 ２ ９ 年 度 か ら 創 業 保 証 １ 年 か ら ３ 年 後 も 実 施 対 象 と し 、 課 題 を 抱 え て い る 創 業 者 へ

は 「 信 用 保 証 協 会 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 経 営 支 援 強 化 促 進 補 助 金 事 業 」 を 活 用 し た 専

門 家 派 遣 の 提 案 を 行 う な ど の 支 援 体 制 を 強 化 し ま し た 。  

実 施 さ れ た 創 業 者 か ら は 、「 課 題 が 明 確 に で き 、 今 後 の 事 業 活 動 に 生 か せ て よ か っ た 。」

な ど の 意 見 を 頂 く な ど 、 利 用 者 か ら 好 評 を 得 る こ と が で き ま し た 。  

創 業 関 連 保 証 承 諾 に つ い て は 、平 成 ２ ７ 年 度 １ ２ ２ 件 金 額 ５ 億 ９ ２ 百 万 円 、平 成 ２ ８年

度 １ １ ９ 件 金 額 ５ 億 ０ ９ 百 万 円 、 平 成 ２ ９ 年 度 件 数 １ ２ ２ 件 金 額 ５ 億 ４ ４ 百 万 円 と 横 ば

い 状 態 と な っ て お り 、 創 業 者 の 増 加 を 目 指 す 支 援 体 制 の 強 化 が 課 題 と な っ て い ま す 。

今 後 に お い て は 、創 業 の 予 定 か ら の 支 援 体 制 を 確 立 し て 、創 業 者 の 増 加 を 目 指 す こ とが

重 要 課 題 と な っ て い ま す 。

経 営 支 援・再 生 支 援 の 充 実 と し て は 、経 営 改 善 を 要 す る 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 者 の経

営 改 善 計 画 の 合 意 形 成 の 場 と し て 経 営 サ ポ ー ト 会 議 を 平 成 ２ ７ 年 度 ４ ０ 件 、 平 成 ２ ８ 年

度 ４ ２ 件 、 平 成 ２ ９ 年 度 ３ １ 件 実 施 し 実 情 に 即 し た 支 援 を 行 い ま し た 。

「 信 用 保 証 協 会 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 経 営 支 援 強 化 促 進 補 助 金 」活 用 し た 専 門 家 派遣

事 業 （ な ら 専 門 家 派 遣 ） を 平 成 ２ ７ 年 度 ３ ６ 企 業 に 対 し 延 べ １ ４ ８ 回 、 平 成 ２ ８ 年 度 ８

３ 企 業 に 対 し 延 べ ４ １ ６ 回 、 平 成 ２ ９ 年 度 ６ ２ 企 業 に 対 し 延 べ ３ ０ ３ 回 実 施 し ま し た 。

経 営 改 善 計 画 策 定 補 助 事 業（ ６ 分 の １ 補 助 ）は 、平 成 ２ ７ 年 度 ２ ９ 件 、平 成 ２ ８ 年 度 ２

９ 件 、 平 成 ２ ９ 年 度 １ ６ 件 実 施 し ま し た 。

本 ３ 事 業 に つ い て は 、定 着 す る と と も に 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 支 援 体 制 が 確 立 した

も の と 思 料 い た し ま す 。

今 後 は 、保 証 協 会 法 の 目 的 に「 経 営 支 援 」が 追 加 さ れ た こ と か ら 、こ れ ま で 以 上 に 、経

営 支 援 ・ 再 生 支 援 を 実 施 し た 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ 体 制 、 事 業 承 継 問 題 の 解 決 支 援 体 制 の

強 化 及 び 再 生 支 援 時 に お い て は 「 経 営 者 保 証 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 を 活 用 し た 債 務 の
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整 理 を 行 う こ と に よ る 再 生 事 業 者 の 正 常 化 を 後 押 し す る こ と も 重 要 と な っ て い ま す 。

（ ４ ） 期 中 管 理 の 充 実

事 故 管 理 の 強 化 と し て 、事 故 報 告 受 付 前 の「 延 滞 者・期 限 経 過 者 リ ス ト 」に よ り 、事 故

報 告 の 受 付 前 か ら 金 融 機 関 と 被 保 証 人 の 業 況 を 共 有 し 、 条 件 変 更 に よ る 早 期 の 期 中 支 援

を 行 い ま し た 。

被 保 証 人・金 融 機 関・協 会 と の 三 者 面 談 を 、平 成 ２ ７ 年 度 ３ ３ 回 、平 成 ２ ８ 年 度 ２ ５ 回 、

平 成 ２ ９ 年 度 ４ ４ 回 実 施 し 、 三 者 間 で 経 営 上 の 問 題 点 の 認 識 、 今 後 の 対 策 等 の 共 通 認 識

を 行 う こ と が で き 、 被 保 証 人 並 び に 金 融 機 関 か ら 今 後 も 三 者 面 談 を 継 続 し て ほ し い 旨 の

要 望 が あ り ま し た 。

（ ５ ） 回 収 の 合 理 化

回 収 見 込 み の な い 求 償 権 先 に つ い て の 管 理 事 務 停 止 措 置 は 平 成 ２ ７ 年 度 ４ ４ ８ 件 ４ ２

億 ７ ９ 百 万 円 、 平 成 ２ ８ 年 度 ３ ０ ９ 件 ２ ４ 億 ０ ４ 百 万 円 、 平 成 ２ ９ 年 度 ４ ２ ９ 件 ４ ２ 億

８ ５ 百 万 円 と な り 、 概 ね 計 画 を 達 成 す る こ と が で き 効 率 化 が 図 ら れ ま し た 。

ま た 、平 成 ２ ９ 年 度 末 に は 、サ ー ビ サ ー に 委 託 し て い た 求 償 権 の う ち 回 収 困 難 な 求 償 権

先 を 約 １ ， ０ ０ ０ 先 委 託 解 除 し 、 回 収 可 能 性 の あ る 無 担 保 求 償 権 の 回 収 業 務 に 特 化 で き

る 体 制 を 整 備 し 、 さ ら な る 合 理 化 並 び に 効 率 化 を 図 る こ と が で き ま し た 。

求 償 権 消 滅 保 証 に つ い て は 、１ 件 で は あ り ま す が 平 成 ２ ９ 年 度 に ４ ０ 百 万 円（ 前 年 実 績

な し ） を 行 う こ と が で き ま し た 。

再 生 支 援 の 一 環 と し て「 経 営 者 保 証 ガ イ ド ラ イ ン 」や 求 償 権 消 滅 保 証 等 に 積 極 的 に 取 り
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組 ん で 行 く こ と が 重 要 で す 。

（ ６ ） そ の 他

年 間 ５ 回 開 催 し て い る コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会 に よ る コ ン プ ラ イ ア ン ス プ ロ グ ラ ム の

実 施 状 況 の 検 証 ・ 点 検 お よ び 顧 問 弁 護 士 に よ る 階 層 別 研 修 や 、 外 部 機 関 が 行 う 研 修 等 に

よ り 意 識 の 浸 透 ・ 強 化 に 取 り 組 み 、 職 員 へ の 周 知 徹 底 を 図 る こ と が で き ま し た 。

内 部 検 査 に つ い て は 、全 て の 部 署 で 適 正 に 実 施 し 、リ ス ク 管 理 態 勢 の 強 化 や 効 率 的 な 業

務 運 営 に 取 り 組 ん で き ま し た が 、 課 題 と し て い た 「 提 案 型 の 内 部 検 査 」 を 確 立 す る に は

至 る こ と が で き て お り ま せ ん 。 内 部 検 査 の 在 り 方 を 再 検 討 す る こ と が 課 題 と な っ て い ま

す 。

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て は 、個 人 デ ー タ の 取 り 扱 い 状 況 の 点 検・検 査 に よ り 個 人 情 報

保 護 の 徹 底 を 行 い 、 適 正 に 取 り 扱 い を 行 う こ と が で き ま し た 。

反 社 会 的 勢 力 の 排 除 に つ い て は 、平 成 ２ ９ 年 ８ 月 か ら「 全 国 暴 追 セ ン タ ー 」の 反 社 会 的

勢 力 の 情 報 を 得 る こ と が で き 、 デ ー タ ベ ー ス の 充 実 が 図 れ て い ま す 。  

人 材 育 成 に つ い て 、内 部 研 修 に お い て は 各 部 署 か ら テ ー マ を 募 り 、職 員 の 自 主 性 を 重 視

し た 研 修 体 系 と し 、 連 合 会 が 主 催 す る 外 部 研 修 を 中 心 に 、 積 極 的 に 職 員 を 参 加 さ せ 、 実

践 力 の 向 上 に 繋 が っ て い ま す 。

大 規 模 災 害 や コ ン ピ ュ ー タ 停 止 等 の 緊 急 事 態 に 備 え 、事 業 継 続 計 画（ Ｂ Ｃ Ｐ ）の 整 備 を

行 う と 伴 に 年 ２ 回 の 訓 練 を 実 施 し 、 Ｂ Ｃ Ｐ に 対 す る 意 識 付 け の 定 着 に 繋 が り ま し た 。
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３．外部評価委員会の意見  

業 務 運 営 に 対 す る 評 価 意 見  

１ ． 保 証 部 門

景 気 の 緩 や か な 回 復 傾 向 か ら 、政 策 保 証 は 減 少 傾 向 に あ り ま す が 、中 小 企 業・小 規 模 事 業

者 に あ っ て は ま だ ま だ 厳 し い 経 営 環 境 に あ り 、 し っ か り と 下 支 え し て い く 必 要 が あ り 、 経

営 支 援 と 金 融 支 援 の 両 面 か ら 支 援 を 続 け て い か れ る 事 を 期 待 し ま す 。  

ま た 、金 融 機 関 ・関 係 機 関 と の 連 携 を 進 め 、個 々 の 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 実 情 に 対 応

し た 支 援 に 取 り 組 ん で い た だ き た い 。  

そ の た め に は 、金 融 機 関・関 係 機 関 と の 情 報 の 共 有 が 必 要 で あ り 、情 報 交 換 会 議 や 研 修 会

お よ び 勉 強 会 を 積 極 的 に 実 施 さ れ て お り 、 連 携 の 強 化 を 図 る う え で 重 要 で あ り 、 継 続 的 な

実 施 に 努 め ら れ た い 。  

創 業 支 援 に つ い て は Ｈ Ｐ 等 の 広 報 活 動 、関 係 機 関 が 開 催 す る セ ミ ナ ー・説 明 会 に 積 極 的 に

参 加 し 、 認 知 度 の ア ッ プ を 図 り 利 用 推 進 さ れ 、 評 価 で き ま す 。  

し か し 、創 業 系 の 保 証 制 度 に つ い て は 、横 ば い 状 態 に な っ て お り 、今 後 は 創 業 予 定 者 の 支

援 体 制 を 確 立 し 創 業 者 の 増 加 に 向 け 積 極 的 な 推 進 を 図 ら れ る 事 を 期 待 し ま す 。  

次 に 保 証 利 用 浸 透 率 の 向 上 と し て 、各 種 パ ン フ レ ッ ト 等 を 作 成 さ れ 広 報 活 動 に 努 め ら れ て

お り 、 ま た 完 済 さ れ た 先 に ダ イ レ ク ト メ ー ル を 発 送 し 、 再 利 用 の 促 進 を 図 ら れ て い ま す 。  

そ の よ う な 中 、顧 客 訪 問 等 に よ る 直 接 的 な 接 点 を 持 つ よ う に 行 わ れ て い ま す が 、更 に 訪 問

先 数 を 増 や し て い か れ る 事 を 期 待 し ま す 。
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２ ． 期 中 管 理 部 門

経 営 支 援・再 生 支 援 に つ い て は 、国 の「 信 用 保 証 協 会 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 経 営 支 援 強

化 促 進 補 助 事 業 」 を 活 用 し 、 中 小 企 業 診 断 士 の 派 遣 を 行 い 、 事 業 者 に 経 営 改 善 を 積 極 的 に

推 進 さ れ て い る 事 は 評 価 で き ま す 。  

金 融 支 援 の み な ら ず 経 営 支 援 を 行 わ れ て い る 事 は 代 位 弁 済 の 抑 制 に も 通 じ る 事 で あ り 、引

き 続 き 実 施 さ れ た い 。  

延 滞 先・金 融 機 関・協 会 の ３ 者 面 談 を 実 施 さ れ 、早 期 の 実 態 把 握 を 行 わ れ て い る 事 は 評 価

で き ま す 。  

中 小 企 業 者 の 経 営 改 善 を 促 す に は 、金 融 機 関 と 協 調 し た 支 援 が 必 要 で あ り 、金 融 機 関 と の

連 携 体 制 を 強 化 さ れ 、 中 小 企 業 者 へ 適 切 か つ 効 果 的 な 支 援 を し て い た だ き た い 。

３ ． 回 収 部 門

回 収 部 門 に つ い て は 、年 々 劣 化 す る 回 収 環 境 に あ り 回 収 額 は 減 少 傾 向 を 辿 っ て お り 、い か

に 効 率 的 な 回 収 業 務 を 進 め る か が 課 題 で あ り ま す 。  

そ の よ う な 中 で「 一 部 弁 済 に よ る 連 帯 保 証 債 務 免 除 制 度 」の 取 り 組 み や「 管 理 事 務 停 止 措

置 」 を 推 進 さ れ て い る 事 は 経 済 合 理 性 に か な っ て お り 、 評 価 で き ま す 。  

ま た 、 求 償 権 先 の 再 生 支 援 に も 積 極 的 に 取 り 組 ん で 行 か れ る 事 を 期 待 し ま す 。

４ ． そ の 他 間 接 部 門

人 材 育 成 に つ い て は 、協 会 業 務 の 円 滑 な 運 営 と 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 経 営 支 援 を 充 実

さ せ て い く に は 重 要 な 課 題 で す 。  
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外 部 研 修 に つ い て は 全 国 信 用 保 証 協 会 連 合 会 主 催 の 研 修 を 中 心 に 職 員 の 職 責 や 職 務 内 容

に 応 じ た カ リ キ ュ ラ ム を 組 み 、 ま た 内 部 研 修 は よ り 実 践 的 な 研 修 を 実 施 さ れ 、 職 員 の ス キ

ル ア ッ プ を 図 ら れ て い る 事 は 評 価 で き ま す 。  

更 に は 中 小 企 業 診 断 士 等 の 資 格 取 得 者 を 増 や し 、中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 へ の 適 切 な ア ド

バ イ ス が で き る 人 材 の 育 成 に 努 め て い た だ き た い 。  

５ ． 収 支 状 況

  保 証 利 用 の 減 少 な ど 厳 し い 経 営 環 境 の 下 、収 支 差 額 を 確 保 し 経 営 基 盤 の 強 化 を 図 ら れ た 事 は

評 価 で き ま す 。こ れ か ら も 協 会 の 基 本 方 針 に 沿 っ た 取 り 組 み を 行 う こ と で 、中 小 企 業 者 の よ き

相 談 相 手 ・ よ き パ ー ト ナ ー と し て の 役 割 を 果 た せ る よ う 期 待 し ま す 。  

コ ン プ ラ イ ア ン ス 態 勢 及 び 運 営 状 況 に 対 す る 評 価 意 見  

コ ン プ ラ イ ア ン ス・プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 、同 委 員 会 を 中 心 に コ ン プ ラ イ ア ン ス の 推 進 が 図

ら れ て い ま す 。 ま た 同 委 員 会 は 年 間 ５ 回 実 施 さ れ て お り 、 そ の 際 に 必 要 な 審 議 や 報 告 が な

さ れ て い ま す 。  

研 修・啓 蒙 活 動 に つ い て は コ ン プ ラ イ ア ン ス・プ ロ グ ラ ム に 沿 っ た 活 動 が 行 わ れ 、特 に 研

修 活 動 に つ い て は 、毎 年 定 期 的 に 実 施 さ れ て い ま す 。ま た 、職 員 へ の 意 識 調 査 も 毎 年 実 施 ・

検 証 し 、 職 員 の 意 識 向 上 に 取 り 組 ん で い ま す 。  

反 社 会 的 勢 力 の 排 除 に 対 す る 取 り 組 み は 、関 係 機 関 と 連 携 し て 毎 年 研 修 会 を 実 施 す る な ど

組 織 全 体 の 意 識 の 高 さ が 窺 え ま す 。  

事 務 ミ ス・苦 情 に つ い て も 原 因 の 検 証 と 防 止 策 の 検 討 が 議 論 さ れ て お り 、こ れ を 活 か し て
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業 務 の 改 善 ・ 効 率 化 に 向 け た 取 り 組 み に 期 待 し ま す 。


